
[講演概要] 

 実用化で想定されるヒト幹細胞は成人が持つ体性(幹)細胞と受精卵由来の胎性幹細胞に大別される。既に医療
現場で細胞移植に用いられている主な体性幹細胞は間葉系幹細胞であり、強力な抗炎症作用を惹起することから
多種多様な疾患への応用が検討されている。一方、胎性幹細胞 (Embryonic Stem Cell：以後ES細胞)と同等の能
力を有する人工多能性幹細胞(induced Pluripotent Stem Cell：以後iPS細胞)は、患者由来細胞から作製できること
から、免疫拒絶が少なく、自己のあらゆる組織や細胞を用意できる利点がある。また、脳神経細胞など採材が難し
い組織における疾患モデルを作製することが可能であることから、病態研究や創薬への応用が期待される。 

 本セミナーでは間葉系幹細胞を使った細胞治療のあらたな適応疾患を紹介したい。また、疾患研究に資する細
胞アッセイを目的としたヒトiPS/ES細胞の交感神経、副交感神経への分化誘導法および微細加工技術による分化
細胞の機能的パターニングによる臓器機能再構築ついて討論したいと考えている。 
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